小金井市移動支援事業

１　対象者

⑴　愛の手帳（療育手帳）所持者

⑵　視覚障害の手帳所持者

⑶　精神保健及び精神障害者福祉に関する法律に規定する精神障害者

２　事業の内容

　社会生活上必要不可欠な外出及び余暇活動等の参加のための外出（通勤、営業活動等の経済活動等に係る外出、通学、通所等の通年かつ長期にわたる外出及び社会通念上適当でない外出を除き、原則として１日の範囲内で用務を終えるものに限る。）の際の移動の介護を行う。

３　事業費について

　⑴　基本単価を３０分当たり800円とする。

　⑵　介護有の場合は、介護加算として３０分1,500円、６０分2,500円、９０分以上3,500円の介護加算を基本単価に上乗せする。

　⑶　利用時間帯は原則として、６時から２２時とし、早朝（６時から８時）夜間（１８時から２２時）については、基本単価に２５％加算する。利用時間帯以外の利用についても同様の加算とする。

　⑷　サービスの最小単位を３０分とし、時間帯をまたぐ利用については、サービスの半分以上を占める時間帯の算定基準を適用する。それぞれの時間帯で１５分づつサービスを利用したときは、サービス開始時の時間帯の算定基準を適用する。

４　利用者負担について

　　世帯の最多納税者の市民税所得割額によって負担の割合を以下のように設定する。

　⑴　生活保護世帯：０円

　⑵　非課税世帯：基本単価の３％

　⑶　市民税所得割額２万円未満の世帯：基本単価の５％

　⑷　市民税所得割額２万円以上の世帯：基本単価の１０％

　　なお、他の事業との上限は設定しない。

５　指定事業者

下記のいずれかに該当する事業者であって、市に登録した事業者とする。

　⑴　障害者自立支援法に規定する居宅介護、行動援護または重度訪問介護の指定事業者

　⑵　平成１８年９月３０日現在で外出介護の指定を受けている事業者

　⑶　平成１８年９月３０日現在で、「小金井市基準該当居宅支援事業者の登録等に関する規則」により登録を受けている事業者

６　従事者資格

⑴　知的障害者

ア　知的障害者移動介護従事者養成研修課程を修了した者

　　イ　介護福祉士または居宅介護従事者養成研修課程（１級・２級・３級）を修了した者であって、サービス提供責任者が知的障害についての必要な知識及び技術を有すると認めた者

　　ウ　知的障害者移動介護従事者養成研修課程と同程度の研修を受講した者

　　エ　平成１８年９月３０日現在で従事経験がある者

　⑵　視覚障害者

　　ア　視覚障害者移動介護従事者養成研修課程を修了した者

イ　介護福祉士または居宅介護従事者養成研修課程（１級・２級）を修了した者であって、サービス提供責任者が視覚障害についての必要な知識及び技術を有すると認めた者

ウ　視覚障害者移動介護従事者養成研修課程と同程度の研修を受講した者

　　エ　平成１８年９月３０日現在で従事経験がある者

　⑶　精神障害者

　　ア　介護福祉士または居宅介護従事者養成研修課程（１級・２級・３級）を修了した者であって、サービス提供責任者が精神障害についての必要な知識及び技術を有すると認めた者

　　イ　平成１８年９月３０日現在で従事経験がある者

７　その他

　⑴　移動支援事業は、外出準備等も含むものとする。

⑵　行動援護との併給はできない。

⑶　重度訪問介護との併給はできない。

　

